平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　自然環境保全指導費　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）   　

環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課　自然保護・公園担当　   

電話番号：058-272-1111（内2698）
　　　　　　　　   

E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp　　　　　　　　　　　　　　　 
	事業費 


　要求額：389千円（前年度予算額：395千円）
	事業内容


	１　事業の内容


（１）自然環境保全地域内における植生等変遷動向調査
  　      県下16箇所の自然環境保全地域について年次計画に基づき実施。
　　      24年度は2ヶ所：山中山（高山市荘川町）､椛の湖畔（中津川市上野）を予定
（２）自然環境保全協定連絡調整
　　　　 　　　岐阜県自然環境保全条例で、県内における一定規模の開発行為について自然環境保全協定の締結を義務づけており、協定締結及び実施について指導を行う。
（３）河川・ワシタカ環境レンジャー運営
　      　各レンジャーからの通報内容を自然保護全般に活用する。
　　      「河川環境ﾚﾝｼﾞｬｰ」250名（H14年度～任期3年・無償）
　　      「ﾜｼﾀｶ環境ﾚﾝｼﾞｬｰ」140名（H11年度～任期3年・無償）
（４）自然ふれあいサポーター運営
　      自然環境に関する様々な有資格者（自然観察指導員等）を登録し、自然観察会等を企画する県民が活用できるよう情報提供する。
　　       
	２　所要経費


（１）自然環境変遷動向調査関係　      　87千円
（２）自然環境保全協定指導関係　     　204千円
（３）各レンジャー運営関係　　　    　　70千円
（４）自然ふれあいサポーター運営関係　　28千円
　　　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　 Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
	２　これまでの取組状況


・指定された自然環境保全地域の植生等の変遷動向を５年ないし10年毎に調査・蓄積し、自然環境保全の基礎資料としている。
・一定規模以上の開発を行う場合、事業者が開発行為地について事前調査を行い、当該事業が環境に与える影響について予測・評価して、自然環境保全策を実施するよう指導した。また、希少種の確認等により具体的な自然環境保全計画を策定しているような場合等については、定期的に保全状況の確認を行った。
・河川環境レンジャーから、身近な河川等で動植物の生態系に支障を及ぼすような環境の変化や不法投棄等を発見した際に通報を受ける等、県民協働による監視体制を堅持した。
・ワシタカ環境レンジャーにより、イヌワシ、クマタカ、オオタカ等の希少猛禽類に関する情報を、リアルタイムかつ継続的に収集した。
・民間団体により認定等をされた自然観察指導員、ネイチャーゲーム指導員といった自然環境に造詣の深い人材(有資格者)へ登録者の新規募集をし、登録者を県のホームページで公開した。また、登録者のスキルアップを図る目的で、研修会を行った。
	３　これまでの取組に対する評価


・近年、特色ある自然環境を有する自然環境保全地域においても、外来植物の侵入が見られる状況が把握できた。
・事業者による開発行為地の事前調査結果に基づき、自然環境保全策等を指導することで、無秩序な開発を抑制することができた。また、定期的に保全状況の確認を行うことで、貴重な動植物種の保全を図ることができた。
・河川環境レンジャーから通報を受け、迅速に対処することができた。
・希少猛禽類の飛翔情報を、猛禽類の密猟防止や開発事業等における保護対策に活用できた。

・県民にとって、必要な有資格者情報やイベント情報の入手、有資格者との連絡が容易となるよう、情報提供ができた。
	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
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